





















































































　『琉歌全集』には、上記の三つの意味を持つ ｢ 影 ｣を歌った琉歌は計 60首あるが、その中で半分以上（37首、
62%）が「月影」を歌ったものであることは注目すべき点であろう。
　琉歌における ｢ 月影 ｣と呼応する動詞は、「照る／照らす ｣と「照り渡る ｣が最も多く（計 20首）、｢ 月影 ｣
を歌った琉歌 37首の中で半分以上（54%）を占めている。続いて、2番目に多い動詞が ｢うつる／うつす ｣
で計 10首に見られ、｢ 月影 ｣の歌の 27%となっている。また、「月影」以外の「影」を含んだ琉歌は計 23首
あるが、その中の動詞で目立つのは ｢うつる／うつす ｣であり、17首（74%）に見られる。
　これらの三つの意味で歌われる「影」を含んだ琉歌には、他に視覚動詞の ｢ 見る ｣、｢ 拝む ｣、｢ 眺む ｣、ま
た ｢ 名に立つ ｣、｢ 浮かぶ ｣、｢ 宿る／宿かゆる 2｣、｢ 隠す ｣、｢まさる ｣ 等も僅かに見られる。しかし、以前
の拙稿で既述した ｢ 面影 ｣と最も多く結ばれる ｢ 立つ ｣という動詞は、｢ 名に立つ ｣3以外には ｢ 影 ｣を歌った
琉歌に一切見られない。琉歌の場合、｢ 面影→立つ ｣のように ｢ 影→立つ ｣という関係が一向に成り立たない
1　 初版発行は 1968年である
2　 沖縄方言の単語で、｢ 宿を借りる ｣という現代語の意味となる




　一方、『国歌大観』の中では ｢ 影 ｣が 1万首以上の和歌に見られ、歌数は極めて多いのだが、その殆どが
｢ 月影 ｣を詠んだものである。上述のように、琉歌もこれと同じ傾向を示し、両歌とも「月影」の用例が圧倒
的に多いことが判明した。これは「影」を詠み込んだ琉歌と和歌との大きな共通点の一つだと言えるだろう。
　また、和歌における ｢ 影 ｣と呼応する動詞に関しては、最も多く見られるのは視覚動詞の ｢ 見る ｣や ｢ 見ゆ ｣
でありながら、他には ｢ 照る／照らす ｣、｢うつる／うつす／うつろふ ｣、｢ 宿る／宿す／宿借る ｣、｢かはる ｣
や ｢ 残る ｣ 等もかなり多く見られる。また、｢ 面影 ｣と呼応する動詞と同様の動詞も見られ、その例として ｢ 添
ふ ｣、｢ 離る ｣、｢ 忘る ｣などが挙げられる。
　しかし、｢ 面影 ｣と最も多く結ばれる ｢ 立つ ｣は、今回の ｢ 影 ｣の和歌にはあまり見られない。その用例数
は ｢ 面影 ｣の意味で詠まれる ｢ 影 ｣を含んだ和歌では 20首を下回り、｢ 月影 ｣ 等の意味を持つ ｢ 影 ｣を詠ん
だ和歌にも殆ど例がない。さらに、｢ 面影ぞ立つ ｣や ｢ 面影に立つ ｣のような、単純動詞の ｢ 立つ ｣を含んだ
表現は、｢ 面影 ｣の意味を持つ ｢ 影 ｣を詠んだ和歌の場合は、｢かぜうとき　ことしの夏の　椎がもと　まき
寝し妹が　たつかげもなし ｣という江戸末期の『柿園詠草』の 1例あるのみで、その他の動詞は全て ｢ 立ちよ
る ｣や ｢ 立ち添ふ ｣、｢立ちとまる ｣等といった複合動詞となっていることが判明した。琉歌と同様に、和歌の場
合にも、｢影 ｣に関しては ｢ 面影 ｣と異なり、｢ 立つ ｣との関係は非常に薄いと言えるだろう。
　以上を考慮すれば、｢ 影 ｣を詠んだ和歌の中でも、同じく琉歌の中でも、｢ 月影 ｣が詠まれる歌数が半分以













































































































































して取り入れようとするならば、これを 8・8音に変形しなければならないのである。7・7音→ 8・6音及び 7・


































































































































































































































　上記の和歌における ｢みれば鏡の　影ぞかはれる ｣という 7・7音の下句は琉歌の中で ｢ 見る見るに影の　
変りはてて ｣という 8・6音の下句に変形されていることが分かる。｢ 影 ｣の意味に関しては、琉歌も和歌と
同じように、鏡の影を歌っているが、｢ 鏡 ｣という表現が音数律の関係で琉歌においては、二句目に取り入れ
られていることも注目すべき点であろう。また、｢ 鏡 ｣は、上記の琉歌の中では琉歌で多く見られる ｢ 思ひ増
す鏡 ｣という慣用句として歌われているが、その表現は和歌においても用いられることがある。上記の両歌の
内容も同様の意味を表し、毎日鏡で映っている影が時の流れにつれて変わっていくという惜しい事実が描かれ


















































　前述したように、｢ 影 ｣を歌った『琉歌全集』の琉歌の中には、半分以上の歌は ｢ 月の影 ｣を歌っている。







































































































の中で動詞の ｢ 照らす ｣と結ばれる場合には、｢さやかに ｣という形容動詞の連体形で見られる。
　一方、琉歌の中では、｢さやか ｣は ｢に ｣なしの形で見られるが、その理由は ｢さやか ｣が沖縄語では副詞
となっているためである。また、その意味は、｢くっきりと澄んではっきりしているさま ｣であり、大和言葉
の ｢さやか ｣と同様の意味となることが分かる（『沖縄古語大辞典』1995）。
　和歌の ｢さやかに照らす ｣という 7音句、及び琉歌の ｢さやか照る月の ｣という 8音句は、同様の意味を表




















































1554   
      
  784  




















　本稿では、｢ 月影 ｣、｢ 水面や鏡に映る影 ｣、｢ 面影 ｣という三つの意味を持つ ｢ 影 ｣という表現が詠まれる『国
歌大観』の和歌（1万首以上）と『琉歌全集』の琉歌（60首）を対象に調査を行った。その調査結果により、
｢ 影 ｣を詠んだ和歌の中でも、同じく琉歌の中でも、｢ 月影 ｣が詠まれる歌が殆どであり、｢ 影 ｣が見られる
両歌の中で半分以上を占めていることが明確となった。また、拙稿で指摘した ｢ 面影→立つ ｣のような、｢ 影
→立つ ｣という関係は、『琉歌全集』の琉歌には一切見られず、『国歌大観』の和歌ではその関係が非常に薄い
ものであると言えよう。｢ 面影 ｣の意味で詠まれた ｢ 影 ｣の和歌には、｢ 立つ ｣という単純動詞は 1首にしか
見られず、その他に ｢ 影 ｣と結ばれる ｢ 立つ ｣ 動詞は全て複合動詞であり、その用例数が 20首を下回ること
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